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・大学院生の参加形態 [ 共同研究および調査解析補助 ]

研究及び教育への波及効果について

本研究成果は，阿蘇火山地域の土砂災害発生への緊急対応，復旧・復興における恒久対策，地域防災力の向上に貢献した．

また，参加した大学院生の土砂移動現象および土砂災害に関する高度な専門知識と技術の習得につながった．

研究報告

(1)目的・趣旨

2016 年熊本地震により阿蘇火山地域では多様な土砂移動現象が起こり，甚大な土砂災害が発生した．本研究の目的は，阿

蘇火山地域で発生した土砂移動現象の特徴，発生機構，流下・氾濫堆積機構を解明し，土砂災害発生への緊急対応と今後の復

旧・復興における恒久対策の基礎資料を提供することである．

(2)研究経過の概要

阿蘇地域で発生した土砂移動現象の実態，特徴，発生機構，流下・氾濫堆積機構を明らかにするために，現地調査を実施し

た．地震で生じた尾根や斜面の亀裂の分布調査や簡易測量，亀裂幅の経過測定等を行った．また，地震前と地震後の空中写真

やLPデータの判読・解析に基づき広域の亀裂調査を試みた．大雨で亀裂が拡大して新規崩壊の危険度が増す箇所，消滅して

いく亀裂等危険度の評価を行った．

カルデラ内壁の崩壊や中央火口丘群周辺の崩壊によって生産された多量の不安定土砂の分布，堆積状況等について調査した．

同時に地震前と地震後のLPデータの差分解析を行い流域全体の崩壊生産土砂量，流出土砂量，堆積土砂量を把握した．大雨

に伴う土石流等による流下・氾濫をシミュレーションし，今後の危険区域を予測した．また，土砂動態モデルを用いて堆積土

砂の下流域への流出を解析し，流域の弱点個所を明確にした．

平成28年12月22日，阿蘇熊本空港ホテルエミナースの会議室において中間報告会を行った．

(3)研究成果の概要

阿蘇火山地域で発生した土砂移動現象をタイプ分けし，その特徴と発生機構，流下・氾濫堆積機構が定量的に明らかになっ

た．阿蘇地域では平成 24 年豪雨でも多様な土砂移動現象が発生しており，今回の地震と豪雨による現象を比較しながら火山

地域の土砂移動現象の特殊性が解明された．地震後の大雨による崩壊地の拡大や新規崩壊発生の危険度を評価した．今回の地

震では尾根や斜面に亀裂が多いのが特徴であり，亀裂の危険度の評価方法について提案した．地震によって生産された多量の

土砂が斜面や渓流・河道に不安定な状態で堆積している．今後の大雨に伴う土石流等による流下・氾濫をシミュレーションし，

危険区域を予測する方法を提案した．また，流域全体での土砂流出についても解析し，流域のウィークポイントを明確にした．
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(4)研究成果の公表
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